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(57)【要約】
　チューブの入口端部内に送られた、このチューブの出
口端部からの空気の流れを検出するための装置であって
、第１のサイズのボアサイズを備えた第１のボアセクシ
ョン及び第２のボアサイズを備えた第２のボアセクショ
ンを有するボアと、第１のボアセクションと第２のボア
セクションとの間でボア内に位置され、チューブの出口
端部から第１のボアセクションを介して第２のボアセク
ションに流れる空気を遮るように構成された障害物と、
ボアがチューブの出口端部と連通するように、この装置
をチューブに固定するための固定手段と、を具備し、使
用の際、空気圧センサが、第１のボアセクション内の空
気圧と第２のボアセクション内の空気圧とを比較するた
めに使用されて、差圧がボア内の空気流れを指示する装
置。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チューブの入口端部内に送られた、このチューブの出口端部からの空気の流れを検出す
るための装置であって、
　第１のサイズのボアサイズを備えた第１のボアセクションと、第２のボアサイズを備え
た第２のボアセクションとを有するボアと、
　前記第１のボアセクションと前記第２のボアセクションとの間で前記ボア内に位置され
、前記チューブの前記出口端部から前記第１のボアセクションを介して前記第２のボアセ
クションに流れる空気を遮るように構成された障害物と、
　前記ボアが前記チューブの前記出口端部と連通するように、この装置を前記チューブに
固定するための固定手段と、を具備し、
　使用の際、空気圧センサが、前記第１のボアセクション内の空気圧と、前記第２のボア
セクション内の空気圧とを比較するために使用されて、差圧が前記ボア内の空気流れを指
示する装置。
【請求項２】
　前記第１のボアセクションと連通する第１の空気出口と、
　前記第２のボアセクションと連通する第２の空気出口と、をさらに具備し、
　使用の際、前記空気圧センサは、前記第１の空気出口を介して前記第１のボアセクショ
ンから流れる空気の圧力と、前記第２の空気出口を介して前記第２のボアセクションから
流れる空気の圧力とを比較する請求項１の装置。
【請求項３】
　前記固定手段から離れてこの装置の前記ボアの一端部に位置された通気性の障壁をさら
に具備する請求項１又は２の装置。
【請求項４】
　前記障害物は、前記ボアの狭小部分を有する請求項１ないし３のいずれか１の装置。
【請求項５】
　前記第１のサイズのボアサイズは、前記第２のサイズのボアサイズとは異なる請求項１
ないし４のいずれか１の装置。
【請求項６】
　前記チューブの前記出口端部を出てこの装置の前記ボアに入るファイバの縁の保持のた
めの保持セクションと、
　前記ボア内での前記ファイバの縁の検出のための前記保持セクションに、又はこの保持
セクションに近接して位置されたセンサと、を有する請求項１ないし５のいずれか１の装
置。
【請求項７】
　前記保持セクションは、前記ボアの前記狭小部分に位置されている請求項６の装置。
【請求項８】
　前記ファイバの縁のセンサは、この装置に動作可能に接続されたＬＣ発振器の一部であ
る誘導コイルを有する請求項６又は７の装置。
【請求項９】
　使用の際、前記ボア内の空気流れの存在と、前記保持セクション内での前記ファイバの
縁の保持との少なくとも一方をリモート信号送信するように構成された信号送信ユニット
をさらに具備する請求項１ないし８のいずれか１の装置。
【請求項１０】
　前記信号送信ユニットは、ＧＳＭ携帯通信装置である請求項９の装置。
【請求項１１】
　前記圧力センサと前記ファイバの縁のセンサとの少なくとも一方は、前記ボア内の空気
流れを検出するように構成されたプロセッサに動作可能に接続されている請求項１ないし
１０のいずれか１の装置。
【請求項１２】
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　前記プロセッサは、さらに、前記信号送信ユニットを駆動させるように構成されている
請求項９ないし１１のいずれか１の装置。
【請求項１３】
　チューブの出口端部からの空気の流れを検出する方法であって、
　請求項１ないし１２のいずれか１の装置内のボアが前記チューブの前記出口端部と連通
するように、前記装置を前記チューブに固定することと、
　前記チューブの入口端部内に空気を送ることと、
　前記チューブの前記出口端部から前記装置の第１のボアセクションを介して前記装置の
第２のボアセクションに流れる空気を遮ることと、
　前記第１のボアセクション内と前記第２のボアセクション内との空気圧のレベルを比較
することと、
　前記ボア内の空気流れを指示するように、前記比較からの差圧を信号送信することと、
を具備する方法。
【請求項１４】
　前記チューブの入口端部内に空気を送ることの前に、前記第１のボアセクション内の空
気圧と、前記第２のボアセクション内の空気圧とを比較することによって、前記装置を初
期化することを含む請求項１３の方法。
【請求項１５】
　ファイバの縁の先が覆われたファイバユニットを前記チューブの前記入口端部内に送る
ことと、
　前記装置内の保持セクション内で前記ファイバの縁の保持を検出するように、ファイバ
の縁のセンサを使用することと、
　前記チューブの前記出口端部にファイバユニットが到達したことを指示するように、前
記装置内の前記ファイバの縁の存在を信号送信することと、をさらに具備する請求項１３
又は１４の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ファイバユニット、ワイヤ、電気ケーブルなどのような、ケーブルの据付
けに関する。特に、しかし排他的ではないが、本発明は、予め布置されたコンジットを通
るファイバユニットのケーブルの送り込み（blowing）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光ファイバは、高速情報伝送のための電気通信システムに広く使用されている。１つの
光ファイバ又は複数の光ファイバの束を有することができるファイバユニットが、通例、
複数の光ファイバのチューブを有する１つの保護光学コンジット内に据え付けられ、これ
らは、通常、サーフェイスボックス（surface box）又は検査チャンバのような、都合の
よいアクセスポイント間の連続スパンとして、所望のルートに沿って既に布置されている
。
【０００３】
　本明細書では、「ケーブル」との表現は、記載内容から認められるように、それぞれの
光ファイバ、ファイバユニット、並びにこのようなファイバ及びファイバユニットを有す
るケーブルを含む。また、「コンジット」は、チューブ及びチューブのボアを含むが、主
として、ファイバケーブルにより構成された、又は構成されるルート、すなわち経路を参
照しており、このようなルートは、複数のチューブを有し、これらチューブの全長がルー
トとなる。
【０００４】
　コンジットは、代表的にはプラスチックでできており、各々が３ないし６ｍｍ、又はそ
れ以上の代表的な内径を有しており、通常、２４まで、又はそれ以上のチューブを有する
束で与えられ、これらは、保護用の外側シース内に一緒に保持されている。各ファイバの
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コンジットチューブは、少なくとも１つのそれぞれの光ファイバを有する少なくとも１つ
のファイバユニットを受けることができる。多くのコンジット及びコンジットの束が、ブ
ランチングネットワークシステムでローカル交換局とカスタマの建物との間でアクセスネ
ットワークと分配ネットワークとを横断して予め据え付けられている。カスタマの建物の
近くにファイバリンクをプッシュする動き（例えば、建物の「ＦＴＴＰ」に関するファイ
バ）に関して、コンジットは、商業用及び住宅用の建物に、及びその中にさらに延びてい
る。つまり、例えば、ほぼ全てのネットワークが、コアネットワークから多くのエンドカ
スタマに可能な限り延びている光ファイバを有する英国では、これは、ＦＴＴＰへのプッ
シュの基本部分である。これを達成するために、光ファイバの据付けは、スピーディであ
り、コスト効率がよく、作業効率がよい必要がある。
【０００５】
　据付け中に起こり得る問題は、ファイバユニットが正しい目的位置に達していない可能
性があるということである。据付け中、オペレータは、通常、非常に多くのコンジットチ
ューブを伴っているので、特に、オペレータがマンホールや光の乏しい悪条件下で作業す
るならば、正しいコンジットを認識する際にミスを引き起こし得る。これは、オペレータ
を正しいコンジットに方向付けるのを助ける色付きのコードのコンジットでさえもそうで
あり得る。
【０００６】
　例えば、ＥＰ１０８５９０から知られている「送り込みファイバ」の方法を使用する据
付けでは、ファイバユニットは、圧縮空気を使用してチューブ内に送り込まれる。空気が
誤ったチューブ内に与えられると、ファイバユニットは、誤った場所に出る（全く出ない
）。ファイバユニットが据え付けられるコンジットのルートの正確な長さを知ることはほ
とんどできないので、オペレータは、誤りが起こったとき、タイムリーであるようにして
そのことを正確に知ることができない。
【０００７】
　現在、送り込みファイバの方法を使用したファイバユニットの据付けは、少なくとも２
人のオペレータを必要とする、比較的労力を必要とするものである。一方のオペレータは
、コンジットのヘッドエンド（head end）に位置し、この位置で、据付け中、空気及びフ
ァイバユニットがコンジットの口内に据え付けられ、また、他方のオペレータは、コンジ
ットのリモートエンド（remote end）に位置し、この位置で、空気及びファイバユニット
がコンジットの口から出る。第２のリモートエンドのオペレータは、リモートエンドがし
ばしばヘッドエンドから１キロメートル又はそれ以上の距離だけ離れているので、必要で
ある。それ故、ヘッドエンドのところのオペレータは、据付け中、リモートエンドの状態
を、特に、空気が正しいチューブを通って流れているかどうか、また、ファイバユニット
が目的位置に達したかを、第２のオペレータなしでは知ることができない。
【０００８】
　空気の到達、続いて、コンジットのリモートエンドでのファイバユニットの到達を検出
することができる、コンジットのヘッドエンドのところの１人のオペレータによる方法が
知られている。これらのうちのいくつかは、本出願人により発展されてきており、ＷＯ２
００７１１３５４９に記載の方法を含む。この方法では、音響信号がチューブのファーエ
ンド（far end）に取り付けられた検出装置内のボアに導入され、これによりボアがチュ
ーブのボアと連通する。検出装置のボアを通って、及びボアに沿って流れる空気から生じ
る音響信号の位相シフトは、正しいチューブから流れる空気の指示として検出される。も
ちろん、信号の変化が検出されなければ、空気がヘッドエンドから誤ったチューブに送ら
れることを強く指示しているか、あるいは、可能性は低いが、装置がファーエンドから誤
ったチューブに固定されている。この方法は、最適な条件では十分に動作するが、温度の
ようなフィールド条件の変化が性能の信頼性に影響することがわかっている。他のアプロ
ーチは、ＷＯ２００７１０１９７５に記載されており、このアプローチでは、ほぼ気密な
空間が装置のハウジング内に設けられている。ハウジングの破裂は、空気がファーエンド
からチューブの外部に流れていることを指示している。
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【発明の概要】
【０００９】
　全般的な態様では、本発明は、光ファイバユニットのようなケーブルのコンジットチュ
ーブへの据付けに関する方法及び装置を提供し、特に、コンジットに送られる空気がその
意図された目的位置に達していること、また、コンジット内に連続して送られるファイバ
ユニットがその目的位置に達したことを決定するように、１人のオペレータが実質的に単
独で動作することを可能にする。本発明は、オペレータが可能な候補から１つのコンジッ
トを選択しなければならない、あるいは空気及びファイバユニットが意図された目的位置
に達していることを明快に確認することを望んでいるところで使用されることができる。
【００１０】
　本発明の第１の態様は、チューブの入口端部内に送られた、このチューブの出口端部か
らの空気の流れを検出するための装置を提供する。この装置は、　
　第１のサイズのボアサイズを備えた第１のボアセクションと、第２のボアサイズを備え
た第２のボアセクションとを有するボアと、　
　前記第１のボアセクションと前記第２のボアセクションとの間で前記ボア内に位置され
、前記チューブの前記出口端部から前記第１のボアセクションを介して前記第２のボアセ
クションに流れる空気を遮るように構成された障害物と、　
　前記ボアが前記チューブの前記出口端部と連通するように、この装置を前記チューブに
固定するための固定手段と、を具備し、　
　使用の際、空気圧センサが、前記第１のボアセクション内の空気圧と、前記第２のボア
セクション内の空気圧とを比較するために使用されて、差圧が前記ボア内の空気流れを指
示する。
【００１１】
　前記検出装置のいくつかの実施の形態では、エアストーンが、チューブの出口のファー
エンドから流れ出る空気が過度の内部圧力でなく装置を出ることができるように設けられ
ている。ボア内に設けられた障害物は、第１のセクション内の空気が第２のセクション内
の空気とは異なる圧力レベルを有するようにさせる。代表的には、第１のセクション内の
空気圧のレベルは、第２のボアのセクションでよりも比較的高い圧力のレベルである。前
記障害物は、前記ボア内に物理的な障害を有することができるが、好ましい一実施の形態
では、これは、ウエスト、又は首の形態を取るボアの狭小部分を有し、これにより、第１
のボアセクションから第２のボアセクションに流れる空気に背圧が生成される。前記２つ
のボアセクションは、異なる、又は同じ直径のサイズであることができる。
【００１２】
　空気の出口の好ましい形態では、ボアに沿った空気圧測定ポイントもまた、２つのボア
セクションと連通するように与えられ、２つのセクション間の差圧は、例えば、圧力セン
サ又はトランスデューサを使用して測定されることができる。上で述べられたように、背
圧は、装置の好ましい一実施の形態では、エアストーンに向かってチューブの出口端部か
らの空気流れの方向にボアの直径のサイズを減じることによって生成される。減少、又は
狭小ボアサイズは、ボアの特定のセクションに制限されることができ、これにより、ボア
の他のセクションは、これらのそれぞれの長さに沿った一定の直径を有する。
【００１３】
　一実施では、装置は、さらに、ファイバユニット又はケーブルの到達を同様に検出する
ように配置されている。これは、好ましくはボアに沿って、（以下で説明されるような、
ファイバユニットの前端部に取り付けられた）ファイバの縁のさらなる進行を防ぐように
構成された保持セクションを装置内に設けることによって達成される。センサが、ファイ
バの縁の存在を認識することができる保持セクションに、又はその近くに設けられる。縁
は、通常そうであるように、金属でできており、センサは、ボア内の保持セクションの周
りに、又は保持セクションを中心としてループ状にされた誘導コイルを有することができ
る。さらなる好ましい特徴として、無線ユニット又は他の電気通信構成要素の形態である
信号送信ユニットが、ヘッドエンドへの空気とファイバとの少なくとも一方の到達を信号
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送信するように含まれることができ、また、ファーエンドへの空気とファイバとの少なく
とも一方の到達の決定及び検出の際にアシストするマイクロプロセッサを含むことができ
る。
【００１４】
　本発明の第２の態様は、チューブの出口端部からの空気の流れを検出する方法を提供す
る。この方法は、　
　本発明の装置内のボアが前記チューブの前記出口端部と連通するように、前記装置を前
記チューブに固定することと、　
　前記チューブの入口端部内に空気を送ることと、　
　前記チューブの前記出口端部から前記装置の第１のボアセクションを介して前記装置の
第２のボアセクションに流れる空気を遮ることと、　
　前記第１のボアセクション内と前記第２のボアセクション内との空気圧のレベルを比較
することと、　
　前記ボア内の空気流れを指示するように、前記比較からの差圧を信号送信することと、
を具備する。
【００１５】
　本発明の好ましい実施の形態が、添付図面を参照して、例によって以下に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、従来技術に係る送り込みファイバ据付けに使用される構成要素の概略図
である。
【図２】図２は、本発明に係る検出装置の横断面図である。
【図３】図３は、ハウジングなしで検出装置を示した図である。
【図４】図４は、ハウジングを含む検出装置の異なる角度からの３つの図である。
【図５】図５は、検出装置を使用する機能上の工程を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　送り込みファイバ技術を使用して光ファイバを据え付けるために使用される構成要素の
簡単な概略図が、図１に示される。この据付けのヘッドエンドには、機械駆動手段を有す
る送り込みヘッド（２）があり、これは、光ファイバユニット、すなわちケーブルを、フ
ァーエンドに向かって、チューブ、すなわちコンジット（６）に押圧する。送り込みヘッ
ドは、エアコンプレッサ（４）を使用してコンジット内に送られる圧縮空気によってこの
タスクを助けるので、コンジット内のファイバユニットの少なくとも一部がコンジットを
通って送り込まれる。「エアストーン」（“airstone”）（８）は、コンジットのファー
エンドに固定されている。これは、多孔性の圧縮粒状材料の障壁を有し、空気を通過させ
るが、障壁を超えたファイバユニットの連続した進行を停止させる。
【００１８】
　上で述べられたように、通常のプロセスは、第１のエンジニアが送り込みヘッドを動作
させ、コンプレッサがヘッドエンドに位置され、また、第２のエンジニアがファーエンド
に位置されることを含む。第２のエンジニアは、（ｉ）コンプレッサからの空気が所望の
チューブの口の外部に流れ出るように、正しいコンジットがヘッドエンドで選択され、こ
れにより、プロセスが、ファイバ据付けステージに移ることができることと、（ｉｉ）フ
ァイバユニットがファイバの口から出ており、据付けプロセスが終了されることができる
ことと、を確認するために、第１のオペレータに信号送信（１０）をする。この信号送信
は、例えば、携帯電話、ウォーキートーキーなどによる任意の方法を使用して実行される
ことができる。
【００１９】
　以下に説明される本発明の方法及び装置では、空気及びファイバの検出プロセス及び信
号送信（１０）は、自動化されている。
【００２０】
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　図２は、本発明に係る検出装置（２０）の一実施の形態の断面を示す図である。通気性
の（air-porous）材料でできたエアストーン（８）が、この装置のハウジング（２２）内
に設けられている。使用の際、チューブ（６）のファーエンドは、通常の交換可能なコレ
ットチューブコネクタを使用した装置の受け部分（５）に係合され、これにより、チュー
ブのボアは、図示されるようなエアストーンにつながる装置のボア（２４）と連通する。
正しいチューブ又はコンジットがヘッドエンドで選択されると、空気は、装置のボアを通
って、点線矢印で図示されるような装置内に必然的に流れる。（もちろん、誤ったチュー
ブがヘッドエンドで選択されると、空気は装置に流れない。）既知のようにしてエアスト
ーンを通過するこの空気が図２に示される。
【００２１】
　検出装置は、さらに、ボア（２４）内の空気圧レベル及び圧力レベルの変化を検出する
ように構成された圧力センサ、又はトランスデューサ（２６）を有する。この装置のボア
（２４）は、図２に示されるように、その長さに沿った輪郭形状であり、ボアのすぐ近く
の隣接セクションに対して減じられた横断面積を有する減少、又は狭小部分（３２）を有
する。２つの空気出口（２８，３０）が、ボアと連通するように設けられている。第１の
出口（２８）は、空気がボアの狭小セクションに達する前に所定のポイントで空気が出る
ことを可能にし、また、第２の出口（３０）は、狭小セクションの後の所定のポイントに
設けられている。
【００２２】
　装置（２０）の他の図が、図３に示されている。この図は、装置のハウジングなしで装
置の一部、特に、コンジットが係合している受け部分（５）から対向端部でエアストーン
（８）につながっているボアの狭小セクション（３２）を示している。２つの空気出口（
２８，３０）は、チューブ（５０）によって圧力トランスデューサ（２６）に接続されて
いる。装置に入る、又は装置からの空気流れが、再び、点線矢印によって図示される。
【００２３】
　据付けプロセス中、エンジニアは、ファーエンドに進行し、コンジットの口に装置を取
り付け、これにより、コンジットのボアと装置のボアとが連通し、装置を始動させる。そ
して、エンジニアは、据付けプロセスを開始するために、ヘッドエンドに進む。正しいコ
ンジットがヘッドエンドで選択されたならば、空気は、ファーエンドのところのコンジッ
トの口から、装置のボア（２４）内に必然的に流れる。空気がボアの狭小セクション（３
２）を通って流れたとき、背圧が生成され、これは、第１の空気の出口（２８）の近くの
狭小部分の直前でボア内の空気圧レベルを増加させる。対照的に、第２の空気の出口（３
０）の近くのボア内の空気圧レベルは、狭小部分（３２）を超えたその位置により、より
低くなる。圧力トランスデューサは、第１の空気の出口（２８）を介して出る空気の圧力
レベルＰ１と第２の空気の出口（３０）を介して出る空気の圧力Ｐ２とを比較するように
配置されている。検出された空気の差圧は、ボア内の空気の流量の計算を可能にする。
【００２４】
　この検出された空気の流量が、参照、すなわち基準値（baseline）の空気の流量（又は
その範囲）から逸れていれば、これは、空気がコンジットの口から及びファーエンドの装
置に流れていることの明確で明快な指示として機能する。基準値は、このような目的のた
めの比較として与えられるが、好ましくは、静止空気の条件で（又は検出される流量より
も少ない流量で流れる空気で）較正される。ボアを通る十分な空気の動きのあるところで
は、空気圧差Ｐ１とＰ２は、かなり、又は相対的にわずかである。
【００２５】
　基準値の値は、装置内の空気がこのステージでボア内で比較的静止空気であるとき、装
置の始動に基づいて、ファーエンドへの空気の到達の前に、据付けセッションそれ自体の
間に生成されることができる。より好ましくは、較正プロセスは、比較的厳しい静止空気
の条件で、例えば、製造プロセスの一部としての製造環境中で実行される。そして、基準
値の値は、特定の検出装置の配置構成、そのボアの輪郭形状、及び、特に、その狭小部分
に基づいており、装置間の配置構成は寸法の変化を含むことができる。
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【００２６】
　圧力トランスデューサの出力は、マイクロプロセッサ（４８）に送信され、このマイク
ロプロセッサによりモニタされる。その機能及び工程は、図５のフローチャートに関して
以下に詳細に説明されるように進められる。
【００２７】
　検出された空気の流量が過度である、もしくはそうでなければ所定の量だけ基準値の流
れの値から逸れていることの確認に基づいて、マイクロプロセッサは、信号送信モジュー
ル（３４）への命令を生成し、空気が正しいコンジットからリモートエンドに流れている
ことをヘッドエンドのところのエンジニアに確認する。好ましい一実施の形態では、信号
送信モジュールは、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）テキストメッセージの形態を
取ることができる携帯電話メッセージを送信するか、より好ましくは、予め録音された音
声メッセージであることができ、これは、ヘッドエンドのオペレータが気付かないことが
より少なく、ＳＭＳテキストと比較してより優先的である。当業者は、この目的のために
展開されることができる例えば無線信号などを使用した他の信号送信方法を理解するであ
ろう。確認的な信号を受信すると、エンジニアは、ファイバユニットを据え付けるために
据付けの次のステージに進むことができる。
【００２８】
　据え付けられるファイバユニットの前端、すなわち先端に「縁」（“bead”）を取り付
けることが知られている。このような縁は、代表的には、真鍮又はアルミニウムのような
金属でできており、これは、ファイバがコンジットを通って送り込まれたとき、また、先
端が到達しエアストーン（８）内に収容されたとき、そうでなければ露出されるファイバ
の先端を損傷から保護する。
【００２９】
　ファイバの到達の検出方法が、ＷＯ２００７１１３５４４に記載されている。この開示
内容は、参照としてここに組み込まれ、本装置のデザインに採用されている。図２に戻っ
て参照すると、装置は、狭小セクション（３２）に、又はその狭小セクションの近くで装
置のボアの周りに巻き付けられた金属コイル（４０）を有する。このコイルは、所定の一
定周波数で共振するＬＣ発振器の一部を形成している。このコイルは、検出装置の許容誤
差の変化を与えるようにして、また、さまざまな金属の縁の材料の信頼できる縁の検出の
ための十分な感度を確実にするように、その製造プロセスの一部として理想的に較正され
ている。
【００３０】
　コイルは、装置のボアの狭小部分に位置されており、これは、装置のボアに沿った縁の
さらなる進行を防ぐように寸法決めされている。ファイバ及び縁の装置への到達に基づい
て、縁は、ボアの狭小セクションに引っ掛かって保持される。コイルへのその近接状態は
、コイルのインダクタンス及び発振器のＱ値を変化させる金属コアとして働く。インダク
タンス及びＱ値の変化は、周波数と振幅との両方を変化させるので、これらの一方又は両
方が、オペレータにファーエンドでのファイバの到達の明確な指示を与えるように、コン
パレータを使用してモニタされ測定されることができ（振幅の変化は代表的には比較的大
きいが、これをモニタすることは容易であることができ、好ましい）、これは、空気の到
達の検出に関して上で述べられたのと同じようにして信号送信されることができる。
【００３１】
　本実施の形態では、誘導ループは、約０．２ｍｍの直径を有する非常に微細な銅線のコ
イルでできており、また、このコイルは、１５回転のオーダである。しかし、正確な回転
数も銅線のサイズも本発明にとって重要ではなく、使用される回転数はコイルの直径に関
連している。
【００３２】
　本発明の範囲内で変更が可能である。上の説明では、コイルは、好ましくは、ボアの狭
小部分に、又はその狭小部分の近くに位置されており、これは、空気流れを指示するもの
として検出可能な差圧を生成する目的と、ファイバユニットの縁のためのリテーナとして
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機能する目的とのために、装置のボアのサイズを減じる２つの目的に適う。しかし、コイ
ルは、ファイバの縁が例えばエアストーン内に保持されることができる位置に十分に近接
している限り、装置内のいかなるところにも位置されることができ、あるいは、縁がコイ
ルを通過したことを指示するモーメント又はコイルのインダクタンスの他の変化の記録を
可能にする。
【００３３】
　異なる材料が、発振器に異なる周波数での共振を生じさせる。本実施の形態では、コイ
ルは、アルミニウム、真鍮、鋼又は銅のようなさまざまな金属でできた縁の到達に応答す
る。他の縁の材料のタイプは、代わりのファイバユニットの到達検出方法を与えることが
できる。例えば、誘導コイルの代わりに磁気センサを用いることによって、（金属を含む
必要のない）磁性材料、あるいは鉄を含む材料（フェリ磁性かパラ磁性の特性を示す任意
の金属が適切であり得る）が、磁気センサの磁束の変化を引き起こすホールプローブのよ
うに検出されることができる。
【００３４】
　図４は、その上にハウジング（２２）を備えた検出装置（２０）の実施の形態を示す図
である。これら図はまた、装置の始動ボタン（４２）及び停止ボタン（４４）と、表示画
面（４６）とを示している。
【００３５】
　この装置のサイズは、おおよそマッチ箱のサイズ（約８５×６０ｍｍの横断面積×１８
０ｍｍ長）であり、その内部に圧力トランスデューサ（２６）、信号送信ユニット（３４
）、マイクロプロセッサ及び関連する電子部品、及び誘導コイルが備え付けられている。
電力源（例えば、バッテリ）も含まれており、また、コンジットのヘッドエンドに確認信
号を送信するためのアンテナもある。当業者は、これら構成要素のうちのいくつか、又は
全てが、ハウジングの外部に位置された別個の部品又は装置を有することができるが、使
用の際、ここに接続されることを理解するであろう。さらに、装置及び本発明の特性によ
り、本発明の効果をなおいっそう得るために、さまざまな方法で、及び互いに対してさま
ざまな位置に構成要素を位置することが可能である。
【００３６】
　図５のフローチャートは、集められたコンジットのファーエンドの空気の到達とファイ
バユニットの到達との両方を検出し信号送信するためのプロセスを示している。本実施の
形態では、マイクロプロセッサは、一方又は両方のプロセスを効果的に行うが、当業者は
、プロセッサによって受けるオートメーションプロセスの全て又は一部を行わないように
、ユーザが、必要な工程と追加の工程との少なくとも一方を手動で選択することができる
ことを理解するであろう。
【００３７】
　上で述べられたように、プロセスは、オペレータがファーエンドに進行し、装置をコン
ジットのエンドに据え付けることで始まり、そして、「スタート」又は「オン」ボタン（
４２）を押すことによって始動され（ステップＳ１）、それから、装置が、それ自体を初
期化する（ステップＳ２）。これが第１の始動であることを検出すると（ステップＳ３）
、決定の際に使用するために基準値（最小量）の空気流れの値が設定され（ステップＳ４
、Ｓ５）、空気がファーエンドに到達したとき、上で述べられたように、差圧を測定する
（ステップＳ６）。フローチャートに図示されるように、好ましい一実施は、装置のボア
又はキャビティ内の空気流れが、ファーエンドから空気の到達の信号を伝える前に（ステ
ップＳ９）、空気の到達の明らかで明快なサイン（ステップＳ７、Ｓ８）として、基準値
の最小量レベルより上のレベルに安定していることを検出するステップを含む。
【００３８】
　好ましい一実施の形態では、検出装置は、フローチャートに示されるようにして（ステ
ップＳ１０ないしＳ１３）、「テスト」の要求に応えるように配置されている。ヘッドエ
ンド及びリモートエンドは、互いにかなりの距離を置いていることが思い出されることが
できる。この装置のモードは、装置がファーエンドのところで電源オンにされていること
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をエンジニアにチェックさせる。エンジニアは、第１の場所で装置の電源を入れるのを忘
れたかもしれない、あるいは、ファーエンドから到達する信号のないままかなりの時間経
過してしまっているかもしれず、エンジニアが誤ったチューブ内に空気を送っている、も
しくは検出装置がオンでないかうまく動作していない可能性がある。長時間の間「テスト
」ボタンを押すことによって（ステップＳ１０、Ｓ１１）、ファーエンドの装置は、（で
きれば）上で述べられた信号送信方法を使用してテストメッセージの要求に返答を送信す
ることによって（ステップＳ１３）応答する。
【００３９】
　「端部から空気」の確認信号（ステップＳ９で送信される）を受信すると、セッション
は、ファイバ据付けステージに進み、縁付きファイバの先端の存在が、周波数又はコイル
のインダクタンスの変化の検出によって検出される。ファイバの縁を検出すると（ステッ
プＳ２０）、確認信号がヘッドエンド（ステップＳ２１）に送信されて、据付けは、エン
ジニアによって、ヘッドエンドのところで送り込みヘッドとコンプレッサとの電源を切る
ことにより終了されることができる。そして、ファーエンドから検出装置を取り除くため
に、エンジニアがリモートエンドに移動する。終了プロセスの一部を自動化することが可
能であり、これにより、空気がリモートエンドに到達したという信号の受信に基づいて、
送り込みヘッドはファイバをコンジットに動かし始めることができるか、装置が、ファイ
バユニットが到達したという信号の受信に基づいてこれら自身を停止させることができる
かの少なくとも一方であることができる。
【００４０】
　好ましい実施では、選択受信装置登録プロセスが提供される。これは、エンジニアの受
信装置（例えば、ＧＳＭ（登録商標）携帯電話）が検出装置に登録されることを可能にし
、フローチャートに示されるように（ステップＳ２３、Ｓ２４）、ヘッドエンドのところ
のエンジニアにファーエンドからの信号を到達させる。携帯電話番号などがＧＳＭモジュ
ールに格納され、また、装置の始動を始めに読み込み、ＧＳＭモジュールから主検出装置
のプロセッサにシリアルメッセージが送信されたときはいつでも、番号がアップデートさ
れたことを指示する。このメッセージは、マイクロコントローラのシリアル通信バッファ
によって伝送されて、おおよそ１秒に１回、可能な番号のアップデートをチェックする。
【００４１】
　リモートエンドで展開されるように説明される装置及び方法もまた、他の方法で（すな
わち、上述のステップのうちのいくつかを除いて、又は言及されていないステップを含ん
で）で実行されることができる。さらに、この据付け装置は、上に明確に示されない構成
要素又は構成部材を有することができる。特に、適切な変形に関して、検出装置は、空気
流れによって受ける経路の検出のために、コンジットのルートに沿った中間点でコネクタ
として使用されるスリーブとして形成されることができる。これは、オペレータが、コン
ジットチューブのネットワークのいける空気漏れにつながるギャップの検出でのような、
送り込みファイバの据付けに関するさらなる、又は他の目的のために、空気及びファイバ
ユニットの進行及び動きを追跡することを可能にする。
【００４２】
　送り込みファイバの据付けの特定の記載内容中では、特に、空気流れの到達及び速度の
検出のために発展されたが、当業者は、流体流れの存在と移動速度、あるいは気体、水又
は油のためのコンジットやパイプ内のような、据付けの検出に関連のある他の内容及び産
業で本装置及び本方法が適用される可能性があることを理解するであろう。
【００４３】
　送り込みファイバの据付けの記載内容における本適用形態では、可動部のない検出方法
の使用が特に効果的である。これは、可動検出装置によってチューブ内の空気流れ及び動
きが妨げられることができるからである。センサ自身は、空気によって、及び屑ごみ（de
bris）によって、特に、ファイバユニットを覆っているミクロスフェアによって影響され
得る（これらは、据付け中に粘性抵抗の影響を高め、また、ファイバユニットを劣化させ
、圧縮空気によってコンジットに沿って送り込まれ得る）。
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【００４４】
　上述の、及び図面に示された方法、装置及び構成体は、単に説明を容易にするためのも
のであり、本発明を特定の実施の形態に限定することを意味するものではない。上述の方
法及び装置におけるさまざまな手順及び変更が、開示されたような本発明の範囲内で可能
であることが、当業者に明白であろう。同様に、本発明は、さまざまな同様のシナリオで
、及びさまざまなタイプのケーブルに使用されることができる。特に、空気の到達の検出
及びファイバユニットの到達の検出に関する装置及び方法は、好ましい一実施の形態で一
緒に効果的に働く。しかし、空気到達方法及び技術は、特に、ファイバ到達方法とは独立
して使用することが可能である。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】
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